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学
校
事
例

4

◎１９８4（昭和５9）年に大
内町立大内中学校として開
校。２００８年、文部科学省の
「全国学力 ･ 学習状況調査
等を活用した学校改善の推進
に係わる実践研究」調査活
用協力校に指定される。

校長◎小坂 晃先生　

生徒数◎１１１人　　学級数◎４学級

所在地◎〒018-0855　秋田県由利本荘市松本字小及位野７８

TEL◎ 0184-66-2010

URL◎ http://www.city.yurihonjo.akita.jp/edu/ouchi-jh/
index.html

課　題
授業時間内に目標とする学習内容を教えきれない
「学び残し」が恒常化
宿題や補習でフォローすることが、生徒の学習意
欲の低下を招いていた

●

●

成　果
「学び残し」が解消
基礎学力が向上
生徒指導上の課題を克服

実　践

60分授業の導入で
「学び残し」解消

復習とまとめの時間を確保
授業時間内に発展的な課題にも取り組ませる
授業の再構成により単元内容を膨らませる

1

比較・練り合いで生徒の思考を
高める３段階のステップ

机間指導を大切にした自力解決の保障
言語活動の機会を増やし活用力を高める
生徒同士の学び合いを取り入れる

2
●

●

●

●

●

●

●

●

●

教師の授業力向上と
生徒の意識改革

「授業を見合う週間」で授業力向上と教師の意識
改革を促す
「学習の心得　十箇条」で授業に対する生徒の心
構えを説く
年４回、全生徒を対象に学習オリエンテーション
を実施

3
●

●

●

60
分
授
業
の
導
入
に
よ
り

授
業
の「
学
び
残
し
」を
解
消

秋
田
県

由
利
本
荘
市
立
大
内
中
学
校

由
利
本
荘
市
立
大
内
中
学
校
で
は
、
目
標
と
す
る
内
容
を
授
業
時
間
内
に
教
え
き
れ
な
い

「
学
び
残
し
」
を
解
消
す
る
た
め
、
３
年
前
に
60
分
授
業
を
導
入
し
た
。

繰
り
返
し
学
習
や
言
語
活
動
の
充
実
を
図
り
、
基
礎
学
力
の
定
着
、
活
用
す
る
力
の
向
上
を
目
指
し
て
い
る
。

http://www.city.yurihonjo.akita.jp/edu/ouchi-jh/index.html
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「学力保障」のために、移行期間の今できること
第 2 回

学力下位層が伸びる授業づくり

　

大
内
中
学
校
が
、
１
コ
マ
の
授
業
時
間
を
50
分
か

ら
60
分
と
し
た
の
は
３
年
前
の
こ
と
だ
。
従
来
の
授

業
時
間
で
は
学
力
向
上
が
難
し
い
と
い
う
課
題
が

あ
っ
た
た
め
だ
が
、
小
坂
晃
校
長
は
生
徒
の
様
子
を

次
の
よ
う
に
話
す
。

　
「
本
校
の
生
徒
は
明
る
く
素
直
な
性
格
の
半
面
、

自
分
ら
し
さ
を
表
現
す
る
の
が
苦
手
で
す
。
課
題
に

は
ま
じ
め
に
取
り
組
む
も
の
の
、
物
事
を
と
こ
と
ん

追
求
す
る
、
目
標
に
向
か
っ
て
挑
戦
し
て
い
く
気
迫

に
は
欠
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、
数
年
前
ま
で
は
生
徒

指
導
上
の
課
題
も
あ
り
、
学
力
向
上
が
難
し
い
状
況

が
続
い
て
い
ま
し
た
」

　

こ
う
し
た
状
況
の
中
で
、
授
業
で
は
あ
る
課
題
が

生
じ
て
い
た
。
数
学
科
の
阿
部
亨
先
生
は
次
の
よ
う

に
話
す
。

　
「
内
容
の
振
り
返
り
が
次
の
授
業
に
な
っ
た
り
、

学
ん
だ
こ
と
の
定
着
が
十
分
で
き
な
か
っ
た
り
と

い
っ
た
『
学
び
残
し
』
が
慢
性
化
し
て
い
た
の
で
す
。

授
業
で
終
わ
ら
な
か
っ
た
部
分
は
宿
題
と
し
、
進
度

の
遅
い
生
徒
に
は
補
習
を
課
す
な
ど
し
て
対
応
し
て

い
ま
し
た
が
、宿
題
や
補
習
で
は
、ど
う
し
て
も
『
や

ら
さ
れ
て
い
る
』
と
い
う
感
覚
が
強
く
な
り
、
特
に

補
習
に
指
名
さ
れ
た
学
力
下
位
層
の
生
徒
は
や
る
気

を
失
い
が
ち
で
し
た
。
授
業
時
間
内
で
す
べ
て
の
生

徒
に
学
習
内
容
を
定
着
さ
せ
る
方
法
は
な
い
か
と
考

え
た
末
、
行
き
つ
い
た
結
論
が
60
分
授
業
で
し
た
」

　

年
間
の
コ
マ
数
は
減
る
も
の
の
、
１
単
位
時
間
内

に
お
け
る
「
学
び
残
し
」
を
な
く
す
。
そ
し
て
、
繰

り
返
し
学
習
や
学
び
合
い
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
で
、

基
礎
学
力
の
定
着
を
図
る
。
こ
れ
が
、
60
分
授
業
へ

の
移
行
の
ね
ら
い
だ
。
こ
れ
を
達
成
す
る
た
め
に
、

同
校
で
は
次
の
よ
う
な
授
業
モ
デ
ル
を
設
定
し
た

（　

28
図
１
）。

①
前
時
の
学
習
の
想
起
と
定
着
度
の
把
握
（
５
分
）

②
学
習
課
題
を
示
し
生
徒
の
学
習
へ
の
期
待
感
を
引

き
出
す
（
導
入
、
10
分
）

③
比
較
・
練
り
合
い
で
生
徒
の
思
考
を
高
め
る
（
ス

テ
ッ
プ
１
〜
３
、
30
分
）

④
学
習
の
ま
と
め
（
終
末
、
10
分
）

⑤
本
時
の
内
容
を
押
さ
え
る
問
題
を
解
く
（
５
分
）

　

最
大
の
特
徴
は
、
授
業
の
最
初
と
最
後
の
各
５
〜

10
分
で
、
前
回
の
復
習
と
本
時
の
ま
と
め
の
時
間
を

確
保
し
、
演
習
や
実
習
な
ど
に
多
く
の
時
間
を
割
い

て
い
る
こ
と
だ
。理
科
担
当
の
東
海
林
俊
介
先
生
は
、

回
路
と
電
流
・
電
圧
の
授
業
を
例
に
こ
う
説
明
す
る
。

　
「
50
分
授
業
な
ら
、
豆
電
球
を
２
個
使
っ
て
直
列

回
路
と
並
列
回
路
の
明
る
さ
の
違
い
に
気
づ
か
せ
る

程
度
で
終
わ
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
授
業
時
間
が
10
分

増
え
た
こ
と
で
、
電
球
の
数
を
３
個
に
増
や
し
て
実

験
す
る
な
ど
、
課
題
を
よ
り
深
め
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
ま
た
、
従
来
は
、
別
の
時
間
で
扱
っ
て

い
た
回
路
図
の
書
き
方
も
、
実
験
と
併
せ
て
説
明
し

ま
し
た
。
単
独
で
扱
う
よ
り
、
生
徒
の
理
解
を
深
め

ら
れ
、
時
間
の
節
約
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。
内
容
を

組
み
替
え
た
り
、
膨
ら
ま
せ
た
り
し
な
が
ら
、
よ
り

生
徒
の
理
解
が
深
ま
る
よ
う
単
元
を
再
構
成
で
き
る

と
こ
ろ
も
60
分
授
業
の
メ
リ
ッ
ト
で
す
」

　

授
業
時
間
が
10
分
増
え
た
こ
と
で
、
生
徒
が
発
表

す
る
時
間
や
説
明
す
る
場
面
を
確
保
で
き
る
よ
う
に

も
な
っ
た
。

　
「
本
校
で
は
、
根
拠
を
持
っ
て
説
明
し
た
り
、
共

通
性
を
見
つ
け
た
り
す
る
作
業
を
積
み
重
ね
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
よ
り
難
し
い
問
題
に
も
対
応
で
き
る
力

が
身
に
付
く
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
授
業
で

由
利
本
荘
市
立
大
内
中
学
校

阿
部
亨

教
務
主
任
、数
学
担
当
。「
授
業
を
通
し
て『
出

来
る
』
喜
び
を
生
徒
に
実
感
し
て
ほ
し
い
」

由
利
本
荘
市
立
大
内
中
学
校
校
長

小
坂
晃

「
子
ど
も
が
『
学
校
に
来
る
の
が
楽
し
い
』

と
思
え
る
よ
う
な
学
校
を
目
指
し
た
い
」

授
業
の「
学
び
残
し
」が

生
徒
の
学
力
向
上
を
阻
む

６０
分
授
業
に
応
じ
て

授
業
モ
デ
ル
を
再
構
成

由
利
本
荘
市
立
大
内
中
学
校

東
海
林
俊
介

研
究
主
任
、
２
学
年
主
任
、
理
科
担
当
。「
熱

い
思
い
を
持
っ
て
物
事
に
打
ち
込
む
こ
と
が

出
来
る
生
徒
を
育
て
た
い
」

P.

言
語
活
動
の
充
実
に
よ
り

活
用
力
の
向
上
を
図
る
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は
生
徒
が
話
し
合
っ
た
り
、
表
現
し
た
り
す
る
場
面

を
で
き
る
だ
け
多
く
設
け
て
い
ま
す
」（
阿
部
先
生
）

　

例
え
ば
、
課
題
に
対
す
る
答
え
に
つ
い
て
、
数
人

の
生
徒
に
根
拠
を
説
明
さ
せ
る
時
、
２
人
目
以
降
の

生
徒
が
「
Ａ
君
と
同
じ
で
す
」
と
い
う
場
合
も
、「
一

字
一
句
同
じ
と
い
う
こ
と
は
な
い
で
し
ょ
う
」
と
問

い
返
し
、本
人
の
言
葉
で
説
明
し
直
さ
せ
る
。
ま
た
、

「
Ａ
君
に
分
か
る
よ
う
に
、
Ｂ
さ
ん
、
説
明
し
て
あ

げ
て
」
な
ど
と
、
理
解
が
十
分
で
な
い
生
徒
が
理
解

で
き
る
よ
う
、
他
の
生
徒
に
説
明
さ
せ
る
こ
と
も
重

視
す
る
。
Ａ
君
が
「
ま
だ
分
か
ら
な
い
」
と
言
え
ば
、

繰
り
返
し
説
明
さ
せ
る
こ
と
も
い
と
わ
な
い
。

　
「
他
人
に
説
明
で
き
て
、
自
分
も
初
め
て
き
ち
ん

と
理
解
で
き
る
も
の
で
す
。
ま
た
、
友
だ
ち
に
説
明

し
て
も
ら
う
こ
と
で
、
聞
い
て
い
る
生
徒
の
理
解
も

深
ま
り
ま
す
。
こ
れ
ら
は
、
生
徒
全
員
に
学
び
の
機

会
を
保
障
す
る
上
で
、
大
切
な
こ
と
だ
と
考
え
て
い

ま
す
」
と
、
東
海
林
先
生
は
強
調
す
る
。

　

発
表
後
に
生
徒
は
決
ま
っ
て
「
皆
さ
ん
ど
う
で
す

か
」
と
問
い
か
け
、
他
の
生
徒
は
「
分
か
り
ま
し
た

／
分
か
り
ま
せ
ん
」
と
応
答
す
る
。
パ
タ
ー
ン
化
し

た
問
答
で
あ
る
が
、
ク
ラ
ス
の
一
体
感
の
醸
成
、
生

徒
一
人
ひ
と
り
の
当
事
者
意
識
を
喚
起
す
る
上
で
も

効
果
が
あ
る
。

　

更
に
、
理
科
で
は
、
本
時
の
学
習
課
題
自
体
を
生

徒
に
考
え
さ
せ
る
こ
と
も
あ
る
。
授
業
の
導
入
で
課

題
を
提
示
せ
ず
に
、
教
師
の
発
問
や
実
験
な
ど
を
通

し
て
生
徒
自
身
が
課
題
に
気
づ
く
よ
う
導
い
て
い
く

の
だ
。
東
海
林
先
生
は
、「
生
徒
自
身
が
見
つ
け
た

課
題
だ
か
ら
こ
そ
関
心
は
高
ま
る
」
と
話
す
。

　

60
分
授
業
に
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
課
題
も
出
て

き
た
。
音
楽
や
技
術
・
家
庭
な
ど
単
位
数
の
少
な
い

教
科
で
は
コ
マ
数
が
減
り
、
授
業
の
間
隔
が
開
い
て

し
ま
う
こ
と
だ
。
日
々
の
継
続
が
欠
か
せ
な
い
英
語

で
は
、
１
コ
マ
の
時
間
を
増
や
す
よ
り
も
、
コ
マ
数

を
増
や
し
た
い
と
い
う
考
え
も
あ
っ
た
。

　

前
者
に
つ
い
て
は
、
各
授
業
の
冒
頭
で
前
回
の
復

習
を
丁
寧
に
行
う
こ
と
を
徹
底
し
た
。
後
者
に
つ
い

て
は
、
毎
朝
始
業
前
の
20
分
に
「
Ｅ
タ
イ
ム
」
と
い

う
時
間
を
設
定
し
、英
語
の
基
本
文
の
視
写
や
単
語
・

単
文
作
り
の
練
習
を
通
し
て
基
礎
基
本
の
定
着
を
促

し
、出
来
た
生
徒
か
ら
朝
読
書
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
授
業
の
実
現
に
は
、
授
業
に
対
す
る

生
徒
の
意
識
改
革
も
不
可
欠
だ
。
特
に
、
60
分
間
集

中
力
が
持
続
す
る
か
ど
う
か
は
、
取
り
組
み
の
成
否

に
か
か
わ
る
。
そ
こ
で
、
同
校
は
授
業
の
ガ
イ
ダ
ン

図１ 大内中学校が目指す６０分授業

同校のおおむね理想とする６０分授業の流れを示した授業モデル。教科や単元によって細部はアレン
ジしている　

「
学
習
の
心
得

　
十
箇
条
」で

授
業
に
対
す
る
心
構
え
を
説
く
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ス
に
力
を
入
れ
、「
学
習
の
心
得　

十
箇
条
」
で
、

生
徒
が
授
業
に
臨
む
と
き
の
心
構
え
を
示
し
て
い
る

（
図
２
）。「
授
業
開
始
の
１
分
前
に
は
着
席
」
な
ど

の
学
習
規
律
に
関
す
る
も
の
か
ら
、「
学
ん
だ
こ
と

を
自
分
の
言
葉
で
ま
と
め
よ
う
」
と
い
っ
た
学
習
方

法
ま
で
10
か
条
が
簡
潔
に
示
さ
れ
て
い
る
。
細
則
と

し
て
「
結
果
だ
け
で
な
く
、根
拠
を
大
事
に
し
よ
う
」

「
言
葉
で
表
現
す
る
こ
と
で
本
当
の
理
解
に
結
び
付

け
よ
う
」
な
ど
、
授
業
内
容
の
定
着
、
活
用
力
向
上

の
た
め
に
、
ど
の
よ
う
な
態
度
で
授
業
に
臨
め
ば
良

い
の
か
が
分
か
り
や
す
く
示
さ
れ
て
い
る
。

　
「
学
習
の
心
得　

十
箇
条
」
は
配
り
っ
ぱ
な
し
に

す
る
の
で
は
な
く
、
年
４
回
、
全
校
生
徒
を
集
め
て

の
学
習
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で
読
み
合
わ
せ
て
い

る
。
授
業
や
学
習
に
お
け
る
約
束
事
や
身
に
付
け
て

ほ
し
い
力
な
ど
、
時
期
に
応
じ
た
内
容
を
直
接
生
徒

に
語
り
か
け
る
。

　

一
方
、
教
師
の
意
識
改
革
に
も
力
を
入
れ
る
。
年

２
回
（
７
、11
月
）、「
授
業
を
見
合
う
週
間
」
を
設
け
、

互
い
の
授
業
を
見
せ
合
い
、
良
か
っ
た
点
や
改
善
点

を
明
確
に
し
、授
業
ス
キ
ル
の
向
上
を
図
っ
て
い
る
。

教
師
は
自
分
の
公
開
す
る
授
業
を
指
定
し
て
、
指
導

案
を
配
布
。
参
観
し
た
教
師
は
、
あ
ら
か
じ
め
設
け

ら
れ
た
「
活
用
す
る
力
を
伸
ば
す
授
業
の
創
造
」「
学

習
の
基
盤
と
な
る
望
ま
し
い
学
習
集
団
の
育
成
」
な

ど
の
テ
ー
マ
に
沿
っ
て
、
成
果
（
良
か
っ
た
点
）
と

課
題
（
改
善
点
）
を
「
授
業
参
観
カ
ー
ド
」
に
記
入

し
授
業
者
に
渡
す
。

　
「
他
の
教
師
の
良
い
点
を
自
分
の
授
業
に
取
り
入

れ
て
も
ら
う
こ
と
が
ね
ら
い
で
す
。
多
く
の
先
生
方

が
、
発
問
の
タ
イ
ミ
ン
グ
や
発
表
の
さ
せ
方
な
ど
、

他
の
先
生
の
良
い
と
こ
ろ
を
授
業
改
善
に
生
か
し
て

い
ま
す
。
教
師
同
士
が
刺
激
し
合
う
こ
と
で
、
学
校

全
体
で
ス
キ
ル
を
高
め
て
い
こ
う
と
い
う
意
識
が
浸

透
し
つ
つ
あ
る
こ
と
を
感
じ
ま
す
」（
東
海
林
先
生
）

　　

一
連
の
施
策
に
よ
り
、
課
題
で
あ
っ
た
「
学
び
残

し
」
は
ほ
ぼ
解
消
さ
れ
た
。
か
つ
て
は
学
力
が
県
平

均
以
下
の
教
科
も
あ
っ
た
が
、
今
は
す
べ
て
全
国
平

均
を
上
回
る
な
ど
授
業
改
善
の
成
果
も
着
実
に
表
れ

て
い
る
。
生
徒
指
導
上
の
問
題
が
ほ
と
ん
ど
無
く

な
っ
た
の
も
、
授
業
の
質
の
向
上
と
無
関
係
で
は
な

い
だ
ろ
う
。「
学
校
生
活
の
大
半
は
授
業
。
授
業
が

面
白
く
な
け
れ
ば
学
校
に
対
す
る
信
頼
も
生
ま
れ
ま

せ
ん
。
授
業
の
質
の
向
上
が
子
ど
も
た
ち
の
生
活
を

安
定
さ
せ
る
上
で
い
か
に
大
切
な
こ
と
で
あ
る
か
を

改
め
て
感
じ
て
い
ま
す
」
と
、
小
坂
校
長
は
話
す
。

　

当
初
の
課
題
だ
っ
た
生
徒
の
活
用
力
向
上
、
課
題

の
追
究
は
「
道
半
ば
」（
小
坂
校
長
）
で
あ
る
が
、

生
徒
同
士
の
学
び
合
い
の
活
性
化
、
授
業
後
の
振
り

返
り
の
工
夫
な
ど
を
通
し
て
改
善
を
図
る
考
え
だ
。

図２ 学習の心得　十箇条

授業を受ける際の心構えとしてまとめたもの。年４回の学習オリエンテーションで確認す
る　

「
学
び
残
し
」
は
解
消
す
る
も

活
用
す
る
力
に
な
お
課
題



30［中学版］2010 Vol .2

60分を生かした大内中学校の授業例 1 2年生数学　連立方程式　（阿部亨教諭）

・かっこを含んだものや分数、小数を含んだ連立方程式を解くことが出来る本時の目標

学習活動と予想される生徒の反応過程

○かっこを含んだもの、小数、分数を含んだ連立方程式があることを認識させる

例題を提示し見通しを立てさせる（生徒から出ない場合は教師が説明する）
　　　　↓
○最初にかっこを外すことに気づかせる

途中の式をすべて生徒全員で復唱

○かっこを含んだ方程式のかっこを外して整理することを理解させる

例題を提示し見通しを立てさせる（生徒から出ない場合は教師が説明する）
　　　　↓
○最初に小数を整数にすることに気づかせる

○10倍、100倍して係数がすべて整数になるようにすることを理解させる

例題を提示し見通しを立てさせる（生徒から出ない場合は教師が説明する）
　　　　↓
○最初に分母を払うことに気づかせる

○最小公倍数をかけて分母を払うことを理解させる

60分授業を生かした発展的な学習により理解を深める
　　　　↓
つまずきが多い場合は、教師間の情報交換により全体で説明

○式を整理したり、整数にしたりすれば、これまで学んだ学習内容で対応でき
ることを確認

前時までの内容の確認（5分）
◎プリントを使って加減法、代入法による連立方程式の定着
を確認

導入（5分）
◎本時の課題「いろいろな連立方程式にチャレンジしよう」
を提示

かっこを含んだ連立方程式を解く（10分）

　　4 x＋ y＝10…❶
　　5 x－2（3 x－ y）=－7…❷

　❷の式を先に解き、いったん式を整理
　　4 x＋ y＝10…❶
　　－ x＋2 y＝－7…❸

　❶を２倍してそこから❸の式を引き x を出す
　　　　8 x＋2 y＝20
　　－）－ x＋2 y＝－7
　　　 　9 x　　＝27
　　　　x　　＝3…❹
　❹を❶に代入
　Ａ． x＝3　 y＝－2

　確認プリントに取り組ませる
　
　
小数を含んだ連立方程式を解く（5分）

　　0.6 x＋1.1 y＝７
　　2 x－ y＝14

分数を含んだ連立方程式を解く（5分）

　　4 x＋3 y＝－1

　　─ x－─ y＝2

チェック問題を解く
◎学習内容の定着のための問題…Ｄ問題

　１問終わるごとに答え合わせ
　どの問題から始めても良い

発展問題に取り組む
　発展的な問題…Ｓ問題
　Ｓ問題が難しい生徒は問題ノートに取り組む

本時の振り返り
　自己評価カードを記入する

1

2

3

4

5

6

7

8

課
題
把
握（
10
分
）

展
開（
20
分
）

活
用（
25
分
）

ま
と
め（
5
分
）

学習の評価と支援

2
1

3
1

Point! 前時の学習の想起と定着度の把握
TAと教育専門監（＊）が生徒の反応を見ながら個別指導する

●

●

　
●

●

　
●

●

●

●

●

Point! 学習課題を示し、生徒の学習への期待を高める

Point!

比較・練り合いで生徒の思考を高める
生徒を指名し、解き方を説明させる
「Ａ君、みんなに分かるように説明してください」

＊発表後には「皆さんどうですか？」と問いかけさせて、
　クラス全体で理解できているかどうかを確認する

Point! 学習のまとめ
TAと教育専門監が生徒の反応を見ながら個別指導に当たる

Point! 比較・練り合いで生徒の思考を高める
生徒を指名し、解き方を説明させる。３つの連立方程式と共
に、工夫して前時までの形にすることに気づかせる

Point! 本時の内容を押さえる問題を解く

＊秋田県教育委員会が指導力の高い現職教員を任命するもので、本務校のほか、近隣の学校での授業支援や指導助言、授業公開などを行う。
　全県で２０人ほどの小中学校教員が任命されている
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特集

「学力保障」のために、移行期間の今できること
第 2 回

学力下位層が伸びる授業づくり

60分を生かした大内中学校の授業例 2 ２年生理科　回路と電流・電圧　（東海林俊介教諭）

・豆電球や導線を使って、進んで電流回路について調べようとする（自然事象への関心・意欲・態度）
・豆電球のつなぎ方と明るさとの関係について気づくことができる（科学的な思考）本時の目標

課題の把握
　演示実験により課題をつかむ
　＜単元の課題＞電球の謎を解き明かそう
　＜本時の課題＞豆電球のつなぎ方と明るさの関係を見つけ
よう

課題解決
　２個の豆電球のつなぎ方と明るさを予想する
　＜予想されるつなぎ方＞
　　　　　明るい　　　　　　　　　　　　暗い

　ペアで実験をする

　豆電球の直列つなぎと並列つなぎでの明るさを確認する

　３個の豆電球のつなぎ方と明るさを比較する

課題の整理
　全体で結果について話し合う
　・豆電球を直列つなぎにした場合、明るさは暗くなる
　・豆電球を並列つなぎにした場合、明るさは明るい

　次時の確認をする
　・電流回路の電流の強さや電圧を調べる

　自己評価カードを記入する

学習活動と予想される生徒の反応過程

○乾電池の数やつなぎ方を変えた回路を作り、既習の学習事項を確認する

○電流の学習に対する動機づけを図るために、大きな直列回路と並列回路の
装置を準備し、生徒の驚きや疑問が出やすいようにする

○電気抵抗（豆電球）のつなぎ方に着目するように、電池の数だけは変えな
いことを確認する

○まずは個人で豆電球のつなぎ方を考えるようにし、その明るさを根拠をもって
予想できるよう、明るさの度合いを「１（暗い）・２（同じ）・３（明るい）」の３
段階の数字で表すようにする

評価：豆電球や導線を使って、進んで電流回路について調べようとしている
（自然事象への関心・意欲・態度）

○図を書くことは出来ても、電流回路を作ることが出来ないグループには、机
間指導を通して個別に指導を行い、課題解決を援助する

○豆電球の数を増やして本時の課題を深める
　　　↑
60分授業を生かして発展的な課題に取り組む。60分を間伸びさせず生徒の興
味を持続させる工夫でもある

評価：豆電球のつなぎ方と明るさとの関係について気づいている（科学的思考）

○まとめる時は電気用図記号を使う

○今日の学習から出てきた疑問から、解決の手がかりとして「電流」「電圧」
を導き出し、次時へつなげる

　　　↑
　生徒の口から課題が出るよう誘導する

○自己評価に相互評価を加え、お互いを認め合う雰囲気づくりを心がける

1

2

3

課
題
把
握（
10
分
）

展
開（
40
分
）

ま
と
め（
10
分
）

学習の評価と支援

Point! 前時の学習の想起と定着度の把握
前時や小学校の内容を復習

●

●

●

●

●

●

●

●

Point!
学習課題を示し、生徒の学習への期待を高める
生徒の口から課題が出るよう誘導する
（「つなぎ方が違う」という言葉だけでも引き出したい）

Point!
比較・練り合いで生徒の思考を深める
理解の遅い生徒に分かるよう何度も説明させる
例「どうして並列つなぎにすると暗くなるのかな？　　
　　Ａ君にわかるようにＢさん説明できるかな？」

Point!
学習のまとめ
まとめの際は、生徒にもう一度課題を読ませることで、
生徒自身にまとめ方に気づかせる


